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大学の担う役割についての社食の関心が、最近、著しく高説りている。その関心の  

なかには、大学における教育研究についての期待と批判が含まれている。   

この様な関心の高まりにともなって、大学のあり方についての種々の意見や、批判  

がなきれ、そのなかに●ほ教育研究の向上のために、大いに春着にすべきものも多い。   

低温科学研究所は北海道大学の付置研究粛としで、半世紀にわたり、時代的要請、  

社会的要請及び地域的要請に応えながら、多面的な研究を続けてきた。それらの研究  

は「低温科学」をはじめ、各種の学会誌、研究報告善、業績藻琴に発表され、積雪寒  

冷地域の学際分野の研究の発展のために、多大の貴献思果たしたことは疑いない。   

しかし、低温科学研究所が、新しい時代に向かって、これまで行ってきた寒冷現象  

の素過程の基礎研究、地域研究のみならず、地球規模の国際的視野に立つ地球科学、  

及び地球環境科学的研究を発展きせるに際して、これまでの姿勢を点検、評価し、新  

l しい視野と意欲に基ずいた研究を展開しなければならない。   
既に北海道大学では、全学的に教育研究のみならず管理運営を含む活動状況の自己  

点検を行って、その結果を刊行しようとしている◎その→壌として、低温科学研究所  

に於いても、各教官の研究教育に於ける括動状況をまとめ、定期的に活動報告書を刊  
行することとした。   

この活動報告書によって、低温科学研究所がど吟醸な括制を希っているのかについ  

ての関係者各位のご理解が得られ、そして叉、活動の発展龍対して、建設的な提言が  

寄せられることを期待すると共に、研究所構成員が、現状壷認識し、自省し、更なる  

発展のために一層の努力を重ねることを期待して止まない。  

北海道大学低温科学研究所長 藤 野 和 夫   



低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

i束上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物）東害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，335平ノノ米）新築落成  

融雪科学部門増設  

？束上観測室新築落成（‾苫′ト牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降′ヤ物理学部門廃JL二、′汚水気候物理学部門増設  

昭和16年11月  

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年3月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  
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氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  梓   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  梓   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15－34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1～40．3．31   

9．吉 田 順 五   J／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 人 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   J／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   J／50．4．21－53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2－平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   JJ3．4．16～   16．木 下 誠 一                             ／／3．4．1～3．4．15  
氏  名  授与年 月 日  

堀  健 大   

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

二坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄  

昭和37年 4月25日   

昭和53年 4月2日   

昭和58年 4月2日   

昭和59年 4月2口   

昭和61・年 4月1口   

昭和62年 4月1日   

平成元年 4月1口   

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1Il   

平成3年 4月1日   



平成5年1月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計   

13   8   5   20   19   13   0   78   

現 職 員  
所  長・  教授 藤野 和夫   

物 理 学 部 門  教授 本堂 武夫  助教授 古川義純  助手 香内  晃   

応用物理学部門  

助手 河村 俊行  

気象学部門  

助手 荒川 政彦  

海洋学部門   

雪害科学部門  

肋手 白岩 孝行  助手 福澤 卓也  

凍＿．f二学部門   

融雪科学部門  

助手 石井 志之  

雪氷気候物理学部門   

植物主東害科学部門  

助手 荒川 圭太  

動物学部門  

助手 島田 公夫  

生理学部門  

助手 藤川 清三  

生化学部門  

助手 落合 正則  技官 安原 優子  
附属流氷研究施設   昌秋  助手 白澤 邦男  技官 石川 正雄  

技官 池田 光雄  技官 高塚  徹  事務官 石川敬子  
臨時用務員 渋谷香奈子   

技  術  部  部長 教授 秋用谷英次  副部長 教授 青田 昌秋  

先任・専門 技術官 大井 止行  

姓長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官．池川 光雄  技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚  徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 根上 邦行  

（庶  務  掛）掛長 本田 宏勝  主任 間口 辰博  

事務官 土橋祐美  

（会  計  掛）掛長 竹内 淳二  主任 須田 国雄  

主任 佐藤 健一  主任 千葉  博  

事務官 堀川俊弥  事務官 岡林真弓  

技官 須藤 正李  

（図 書 掛）掛長 佐藤 透 事務官 
（第一研究協力室）主任 落合 紀子  事務官 石窪順子  

事務補助員 僧都こ根  

（第二研究協力室）主任 小関由美子 事務官 春原史子  

事務補助員 植松泰子  

（第三研究協力室）主任 沼佐 郁子  主任 佐藤美津江  

事務補助員 大畑恵美  

（低温機関室）主任 技官 佐々木 明 技官 伊藤 勝美   

4   
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P誓≡。ユニご；ユニs慧慧：ニt三●慧慧s。fi。。。n。。．。thrat。hy。rat。S；  
Crystalgrowthandmorphologyof snowandice；Surfacemeltingandrougheningof  

icecrystals；Experimentalstudyonhaloformation；Physicalpropertiesofpolarice  

COreS；IcescondensedfrommiⅩedgasessuchasH20，CO，CO2andCH。inthesolar  

SyStem  

部門では，氷の原子レベルの構造から南極の巨大な氷床さらには宇宙の氷の研究ま  

で、雪と氷の物性物理学的研究を通じて地球科学・惑星科学の研究にアプローチし  当   

ている。   

自然の造形美を解き明かす雪の結晶の研究は、氷の表面構造を原子レベルで解明する研  

究およびそのパターン形成を実験とコンピュータ・シミュレーションで追求する研究へと  

発展している。これと関連して、大気中の微結晶が引き起こす光学現象や過冷却水中での  

氷結品のパターン形成の研究も最近の新しい話題である。また、超高真空・極低温下で生  

成される氷の研究は、宇宙空間における水蒸気および気体成分の凝縮過程・蒸発過程の研  

究を通じて、太陽系惑星の起源を追求する研究へと発展している。   

一方、地球上で最大の氷の塊である南極氷床の研究は，氷床のミクロ構造から地球規模  

の気候・環境変動を探る研究へと発展している。具体的には、十数万年前の空気を保存し  

ているクラスレート水和物結晶の原子レベルの構造をⅩ線回析・レーザラマン散乱等の実  

験手法とモレキュラー・ダイナミクス等の理論的手法の両面から研究すると共に，そこで  

得られる情報を手掛かりに、約10万年周期で生ずる氷床変動（氷期と問氷期）とそれに連  

動する二酸化炭素濃度の変動の歴史を読み取る研究を目指している。  

研究テーマ  

教 授 本堂 武夫 南極氷床コアに含まれるクラスレート水和物結晶の構造と生成過  
助教授 古川 義純  程に関する研究  
助 手 香内  晃   

教 授 本堂 武夫  Ⅹ線による氷床コアの解析法の開発研究   

助教授 古川 義純  水結晶の表面融解の研究   

助教授 古川 義純  雪結晶及び氷結晶の成長における形態形成機構の研究   

助 手 杏内  晃  アモルファス氷の物性と彗星の起源   



p 

A慧≡r慧慧霊ご霊慧iit崇慧i：；芸子芸；芸芸Lati。St。。i。S  
Ofpermafrostandmassivegroundice；Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformationmechanisms ofpolycrystallineice；Crystallographicstructure  

andgrowthofseaice  

表に堆積して積雪となった雪の結晶は、変態して三次元網目状に互いに連結した構  

造の多孔物質となる。積雪を、その構成要素である氷多結晶からなる多孔物質とし  地   

て取り扱い、その基本的性質を明らかにするために、屋外及び室内実験等による多面的な  

研究が、当部門において行なわれてきた。   

近年行われているマイクロ波領域における積雪の反射及び吸収特性の研究、高圧下にお  

ける多結晶氷の変態及び流動現象の研究等は、積雪の物理的、力学的研究を更に発展的に  

すすめたものである。   

積雪のマイクロ波特性は、雪氷吉村策や水資源有効利用のために必要な積雪の地域特性  

を知るためのリモートセンシングや広域探査等の基礎研究として、又、高圧下の多結晶氷  

の変態は，氷河、氷床深部での氷の流動、変形機構の基礎研究としておこなわれている。   

多孔質媒体中の水は、自由水に比べて、その凍結様式が複雑である。それは，固体の表  

面付近の水が自由水とは違った状態（凍結温度、密度、圧力等）にあるためである。この  

ような水の状態量の研究も行われている。   

当部門では，他の研究機関と協力して、カナダ北部の永久凍土圏の調査をおこない、そ  

の地域に存在する地下集塊氷の生成機構の解明、環境との関連等について研究をすすめて  

いる。  

研究テーマ   

教 授 藤野 和夫 カナダ北極海沿岸の地下水の生成機構、生成環境についての研究  

教 授 藤野 和夫 積雪のマイクロ波特性を利用したリモートセンシングによる積雪  

内部構造の広域観測   

助教授 堀口  薫 水晶分離現象の非平衡熱力学による理論解析  

助教授 堀口 薫 多孔質媒体中の間隙水の凍結温度に関する実験的研究  

講 師 水野悠紀子 静水庄下に於ける多結晶氷の力学的性質に関する研究  

講 師 水野悠紀子 静水庄、応力緩和過程に於ける氷体内の微視的過程に関する研究  

助 手 河村 俊行 海氷の内部構造及びプライン挙動に関する研究   

6  



eteorology（N．Maeno，H．Narita，K．Nishimura，M．Arakawa）   

M  Structures，meChanical，electricalandotherphysicalpropertiesofice，SnOWand  
ice／rock mixturesinrelation to glaciers，ice sheets andicy satellites（cosmog－  

1aciology）；Fluidizationofsnow dynamicsofmixed－phasesnowflowinrelationto  

themechanismofblowingsnow，aValanches，SnOW－aCCretionandsoon・  

部門では，地球科学における雪と氷の役割の解明およびその有効利用を目標に研究  

を進めている。研究課題の1本の柱は、氷、雪および氷・岩石混合物の研究で、構  本   

造、力学、電気、熟等の物理的性質、圧密、加圧焼結、氷化等の現象を実験的、理論的に  

研究すると共に、氷河、積雪、極域氷床等の関連する自然現象の観測・解析にも力を入れ  

ている。氷・岩石混合物の研究は、氷河底部、道路雪氷、および木星や土星の氷衛星の内  

部構造および進化の解明（宇宙雪氷学）等に関連して行なわれている。研究課題のもう1  

本の柱は流動雪、すなわち運動しつつある雪の研究である。流動雪の生成機構、構造、諸  

物性を低温実験室、風洞等で調べると同時に、臼然の雪崩、吹雪、着雪現象等の野外観測  

も積極的に行い、広範な雪氷混相流の構造とダイナミックスの解明に努力している。  

研究テーマ   

教 授 前野 紀一   雪の庄密と加圧焼結機構   

教 授 前野 紀一   流動雪の構造と動的特性   

講 師 成田 英器  雪の構造と変形・破壊に関する研究   

講 師 成田 英器 氷床における氷化過程と物性 一特に不純物を含んだ雪氷に関し  

て一   

助 手 西村 浩一   流動雪の動的特性に関する実験的研究   

助 手 西村 浩一   表層雪崩の内部構造の研究   

助 手 荒川 政彦  氷衛星の内部構造進化に関連した氷レオロジーの研究   

助 手 荒川 政彦  惑星形成過程における衝突現象の実験的研究  

7   



Ce 

O慧禁。ご慧慧㍊慧崇，ニ云慧慧2n。th。。kh。tSkS。a；  
OceancirculationandeddiesintheOkhotskSea；Generationmechanismofpolynya  

；Linearinstabilityanalysisinmarglralicezone．  

冷な海域に於ては、海が海氷で覆われるために、大気海洋間で熟及び物質（水蒸  

気・塩・炭酸ガスなど）の交換が抑制されるとともに、太陽放射に対する反射率（ア  寒   

ルベド）が著しく大きくなる。海氷のもつこのような特性は、その占める面積が季節や年  

により大きく変動するため、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては地球規模の気候  

変動にも大きく関与してくる。一方、南極周辺海域で海氷が生成する際に排出される高塩  

分水（7うイン）は、世界の海洋深層水の源と考えられている。 当部門では、気候変動・  

海洋深層大循環とのかかわりというグローバルな観点から、寒冷な海域に於ける種々の海  

洋過程を研究している。ここ数年は、日本南極観測隊等に参加して、現場データの極めて  

少か一極域での観測研究を積極的に推し進めてきた。その一方で、低温室内での実験的研  

究、人工衛星・レーダーなどのリモートセンシングデータの解析、スーパーコンピュータ  

ーなどを利用した数値的・理論的研究などにも力を入れており、これらの研究と現場観測  

との比較研究によって興味深い成果が得られつつある。  

研究テーマ   

教 授 若土 正暁  南極域の巨大海洋渦の実態解明  
助 手 大島慶一郎   

教 授 若土 正暁 オホーツク海における海洋循環および大気一海氷一海洋相互作用  

助 手 大島慶一郎 南極海域における熟塩収支と海氷・海洋場の変動に関する研究  

助 手 大島慶一郎  緑海の流入出循環に関する研究   

助 手 深町 康 氷緑域における海洋・海氷場のメソスケール現象に関する力学的  
研究   

8  



now Damage Science（E．Akitaya，R．Naruse，T．Yamada，T・Shiraiwa，T・  

Fukuzawa）  S  

Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche forecast，  

afforestationatavalanchesites）；Dynamicsofglaciersandicesheets（Glaciervaria－  

tions，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoclimate  

fromiceproperties）  

層雪崩は、弱屑と呼ばれる弱い部分が積雪内部にあるとき、これが滑り面となって t  

一瞬のうちに発生する。弱層にはいろいろの種類があり、その形成過程の研究は低  表  

温実験室や雪崩観測所（北大天塩地方演習林内）の山地で行ない、また実際の雪崩の現地  

調査から、アメダス等の気象データをもとに雪崩予知の研究を行なっている。山地 

害の研究として、天塩地方では演習林と共同で山地積雪の堆積機構および森林と積雪の相  

互作用の研究、雪崩常習地の造林試験等を行っている。   

山岳地や極地の氷河・氷床は、数年から数千年のさまざまな時間スケールにより変動を  

繰り返している。この様な陸上の雪氷の消長は、全地球的な海水面の変化を引き起こすの  

みではなく、地域的な気候や生態系に影響を与えたり、乾燥地域では深刻な水資源の問題  

等を生ずる。本部門では、長期的あるいは短期的な地球規模の気候・環境変化が氷河・氷  

床へ及ぼす影響とその仕組を研究課題の一つとしている。そのために、山岳氷河および極  

地氷床の変動機構、流動特性、氷河地形、氷コアの諸性質による古気候の解釈などについ  

て、野外調査、資料解析、室内実験等により研究をすすめている。  

研究テーマ   

教 授 秋田谷英次  表層雪崩発生予知の研究  

助 手 福澤 卓也   

教 授 秋田谷英次  積雪の変態と弱層形成機構  

助 手 福澤 卓也   

助教授 成瀬 廉二  山岳氷河の変動に関する動力学的研究   

助教授 成瀬 廉二  氷床の変動と動力学的特性の研究   

講 師 山田 知充  ヒマラヤの氷河湖決壊洪水の研究   

助 手 白岩 孝行  ヒマラヤの氷河変動に関する研究  
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rO 

F崇慧慧。慧∵芸Ie≡慧」言●霊∑r。tranSf。r。。rings。ilf，。。Zing；  
Behaviors ofunfrozenwaterinfrozensoil；Mechanicaland thermalproperties of  

frozensoil；Adfreezlng；Frost heave character of powder materials；Permafrost  

expeditionsinArcticandAntarcticregions．  

面がきびしい寒さにさらされて凍るときに、隆起する現象が凍上である。凍上現象  

の基本機構は、凍結線より下の？束っていない土の中の水が、凍結線に移動して氷と  地   

して析出することである。そのため、）東土の体積がふえ、地面が隆起する。このように、  

凍上過程では熟と水分の輸送が平行して起こるのが特徴であり、凍上学部門では、これを  

実験と理論の両面から、解明しようとしている。   

苫小牧の北大演習林内に凍上観測室があり、試験土を埋めた2ヶのプールについて、凍  

上量、地温分布、地下水位、凍上力、凍着凍上力等が毎冬継続して観測されている。   

実験室では、‡東土の熟特性や力学特性の他に、各種の土試料を用いて？東上試験が行われ  

ている。凍上性にかかわる不i東水の定量測定も行っている。   

南北両極地域の永久凍土の調査も行っている。特に地面近〈の凍結融解を繰り返す地層  
の特性や寒冷地形との関連に重点をおいている。  

研究テーマ   

教 授 福田 正己  シベリア永久凍土の形成環境と気候変動の影響の研究  

助 手 曾根 敏雄   

教 授 福田 正己 ）東上機構についての国際共同実験計画  
助 手 石崎 武志   

助 手 石崎 武志  凍上現象のメカニズムに関する研究   

助 手 曾根 敏雄  北海道の山岳永久†東土   
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S芯崇：；：：笠三≡≡慧㍑慧㌫；慧；∴ニⅠ慧m。．ati。nan。  
ablation；Arealheatbalancein a drainagebasin；BoundaryTlayermeteorology；  

Snowmeltdischarge；ComparativesnowThydrology  

岳の積雪は貴重な水資源であるが、急激な融雪は洪水等の災害を引き起こす事があ  

る。さらに広範囲に積雪が存在すると、特異な大気環境を形成する。そこで融雪部  山   

門においては積雪地域水文学の一分野として流域内積雪の堆積・融解過程、河川への融雪  

水流出過程、及び流域内熱収支の研究等から流域の水循環の解明を研究の主眼においてい  

る。その研究内容は積雪の放射特性、積雪而近傍の大気境界屑の観測、融雪熟収支、積雪  

而からの蒸発、融雪内及び地中における融雪水の挙動、河川水温及び科学成分分析による  

融雪水流出機構、流域内水収支等であり、雪氷学、水文学、気象学の境界分野が対象とな  

る。研究は主に北海道石狩川の支流の雨龍川源頭部に位置する試験流域（面積1．3km2、及び  

11km2の2流域）で行っている。  

1986年以降はアラスカ、カナダ等の極城においても、流域の水循環に重点をおいて気候  

特件、水文気象、流域特性等の比較雪水文学的研究をはじめている。  

研究テーマ   

教 授 小林 大二  
助 手 石井 吉之   

教 授 小林 大二  
助教授 石川 信敬  
助 手 兄玉 裕二  
肋 手 石井 吉之   

肋教授 石川 信敬  
助 手 見玉 裕二   

肋教授 石川 信敬   

助 手 兄玉 裕二  
教 授 ′ト林 大二  
助 手 石井 吉之   

助 手 兇玉 裕二  
助教授 石川 信敬   

助 手 石井 吉之  
教 授 小林 大二  

河川の流出機構の研究  

実験流域における水循環過程の研究  

森林・斜面における融雪熟収支の研究  

積雪の放射特性の研究   

積雪内における融雪水の浸透機構の研究  

雪氷∬大気相互作用の研究  

林内・土壌特性の研究  
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C；諾：f慧崇慧；（芸＝ご慧工慧三雲）micr。。hysic。1。r。C。SS。S。f  
SnOWprOductioninsnowcloud；Rolesofoceaninclimatechange；Effectsofglaciers，  

ground snow and sea－ice onclimate  

冷圏における雪氷は気候変動と大きな関わりを持っている。気候変動が降雪、融雪、  

海氷に大きな影響を与える事は言うまでも無いが、逆にこれらは地球規模の気候変  寒   

動に大きな影響を与えている。氷は潜熱の形で熱を貯蔵、解放する事によって気温の変動  

を緩和する働きがあー）、積雪は地表のアルベドを著しく変化させ太陽から地球が受ける放  

射熱に大きな影響を与える。降′≡引こ伴う雲もアルベドを変化させる大きな要因の一つであ  

る。海氷は大気と海洋の熱交換を遮断し、また海氷の生成に伴って生じる高塩分、低温の  

海水は深層水として海洋の循環とそれに伴う熱輸送を促進する。しかし、これらの要田は  

素過程として解明されていない和が多いだけでなく、全体の系としての理解は未開の分野  

と言って良い。当部門では広い視野から降雪の機構等、これらの素過程を研究するととも  

に、雪氷と気候の関わりを大きな系としての理解を目指している。  

研究テーマ   

教 授 竹内 謙介  西太平洋熱帯域における大気・海洋相互作用  

助教授 遠藤 辰雄   

助教授 遠藤 辰雄  北海道における降雪気候  
教 授 竹内 謙介  
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rO 

F芸慧＝£崇；1fミi三慧慧，s：云慧：ご慧二芸t≡」慧㌶慧physi。T  
logicalfunctionsandbiosynthesisoftonoplast protontranslocatingenzymes．Cryomi－  

croscopic studies on cellular responses to temperature stress．Phenologicaland  

developmentaldivergenceofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate．  

年を通じて気候が温暖な熱帯や亜熱帯で生育する植物と、昼と夜さらには季節によ  

って気温が大きく変化する温帯以北で生育する植物では、低温に対する適応能力が  

異なっている。前者では一般に低温に対して敏感で、0¶10℃の冷温で著しい傷害を受け  

易いが、後者では低温耐性が高く、真冬では¶30℃以下の凍結に耐えるものも多い。このよ  

うな細胞の凍結脱水に対する耐性（耐凍性）は季節によって異なり、夏の生育期には低く、  

秋から冬にかけて気温の低下と共に著しく増大する（低温馴化）。   

これまでの研究から植物細胞の低温適応には液胞膜や細胞膜が重要な役割を持つことが  

明かとなった。特に、冷温（OL5℃）における液胞膜H＋－ATPaseの失括とそれにともな  

う細胞質のpHの低下（酸化件）、カルシウム濃度の異常な上昇等は冷温傷害の主要因と考え  

られている。そのため、本酵素の低温安定性に関する分子機構の解明や細胞内カルシウム  

濃度の調節機構の解析は、今後の植物耐冷性における研究課題である。一方、細胞の凍結  

脱水による細胞膜の超微細構造と生理機能の損傷や細胞内イオン環境の不可逆的な変化は  

凍結傷害の原因と考えられ、低温馴化した細胞ではこれを防止する特別な機構が耐凍性の  

増大に関与しているのであろう。そこで、植物細胞の低温馴化にともない細胞膜で著しく  

増加する低分子膜蛋白質の分子構造や生理機能を分子レベルで解明する試みも進められて  

いる。さらに、このような細胞および分子レベルでの研究に併せて、植物の器官、個体、  

個体群レベルでの寒冷適応進化に関する生態学的研究も行なっている。  

研究テーマ   

教 授 吉田 静夫   

教 授 吉田 静夫   

助教授 前島 正義   

助教授 前島 正義   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 佐藤 利幸   

助 手 荒川 圭太  

植物の低温適応機構に関する生化学的研究   

植物の環境ストレス応答に関する細胞計測学的研究   

植物液胞膜のエネルギー変換酵素の分子構造と生理的変動の機構   

植物細胞核の膜成分に関する生理、生化学的研究   

シダ植物の生活史における寒冷適応進化   

北半球中緯度の比較植物相と植物群集の共存機構   

ヰ直物の低温耐性の分子機構に関する研究  
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Z票慧ご諾。ニヱ諾；S：，£。慧認諾慧inh。rbiv。r。。Sins。。tS；  
Physiologyofcold－hardinessinterrestrialinvertebrates  

物が地球上の中緯度から高緯度地方に分布、生息するためには、熱帯から極地に向  

かって次第に厳しくなるさまぎまな環境傾度に対して適応しなければならない。特  動   

に、生息環境の一次生産力の低下と構造の単純化に伴う種収容力の低下、次第に短くなる  

生育適期（夏）、長く厳しくなる不適期（冬）に対する適応は、その中心課題である。   

このような動物の気候適応の問題を、野生ショウジョウバエ類を主な材料として、個体  

から群集に至るいろいろなレベルで研究している。個体レベルでは、休眠、耐寒性、耐†東  

性に関する生理学的研究、個体群レベルでは、繁殖資源の季節的変動をめぐる種間競争に  

よる季節的すみわけの研究、群集レベルでは、熱帯から亜寒帯に至るいろいろな気候帯に  

おける生息場所としての森林の立体構造の変化や季節的環境の多様性変化に伴う群集構造  

変化に関する比較研究を行なっている。   

なお、近年問題になりつつある地球規模の気候変動の生息群集への影響をモニターする  

意味から、いろいろな気候帯で、ショウジョウバエ群集の季節および年次変動の継続調査  

を計画中である。  

研究テーマ   

教 授 戸田 正憲  ショウジョウバエ群集の温帯適応に関する研究   

教 授 戸田 正憲  北半球のショウジョウバエ相に関する分類学的、生物地理学的研  

究   

助教授 大串 隆之  食菓性昆虫の集団生物学   

助教授 大串 隆之  植物と昆虫の相互作用に関する研究   

講 師 丹野 暗三  昆虫の耐寒性の生態生理学的研究   

助 手 島田 公夫  動物の寒冷適応   
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P慧芸£ミ；誓；呂慧∵ニtご…霊宝こi崇il£て：慧re。nVir。nm。ntin  
higherplants；Proteinhydrationanditsrelationwithproteinstabilityinfrozenstate  

；Mechanismandmolecularaspectsofchangesinmicrobialfunctionrespondedtoa  

Shiftintemperature；AdaptationofbiologicalcellstofreezlngStreSSeS．  

和54年に部門の転換が行なわれ、これと同時に研究課題も変わって低温環境に対し  

て細胞の機能が適合する過程の解析が主な課題になった。温暖な夏の気候でよく生  昭   

育したのち、きびしい寒波の襲来する冬には休止状態でたくみに生き続ける植物・微生物  

の生活を一層よく理解する必要があるからである。   

環境温度（あるいは生育相）の変化に対応して細胞の構造と物質代謝機能の変わること  

が必要である。これらの問題を解決する為に①細胞の還元状態を維持する機能、②越冬植  

物のアミノ酸および糖代謝機能、（診越冬期の細胞小器官の活動、④新規細胞小器官の検索、  

⑤新規細胞小器官の越冬に関する生理的役割、⑥温度ストレスに対応して蛋白質を質的に  

変化させる細胞機能、⑦凍結ストレスによる植物の適応のメカニズム及び、⑧蛋白質の水  

和特性と凍結融解及び凍結乾燥に対する安定性との関係等の研究を進めている。また、応  

用的課題として長期間の凍結保有中に植物細胞が死ぬ理由の解明を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

教 授 匂坂勝之助   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

助 手 荒木  忠   

助 手 荒木  忠  

植物の新規オルガネラ、プラスチド イニシャルに関する研究   

低温環境に特異的な蛋白質の合成誘導   

高等植物の低温下における過酸化水素代謝   

蛋白質の水和特性と凍結融解・凍結乾燥に対する安定性との関係   

月旨質のpolymorphicな変化と水和特性の関係   

溶解と水構造   

微生物の低温適応に関する比較生化学的研究   

好冷ブビリオ菌に於ける蛋白質／合成及び分解の環境温度に対応し  
た調節機構  

助 手 藤川 清三  凍結ストレスに対する・木本植物の適応と傷害のメカニズム   

助 手 藤川 清三  ガラス化による生物材料の凍結保存のメカニズム  

15   
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B慧慧慧霊慧fこs慧憲慧i崇崇崇慧gthes。rVival。f  
parasitoidsintheirhosts；Molecularmechanismoflipidtransportininsects．   

日 虫で特に顕著な生物現象がいくつも知られている。この昆虫に特徴的な生物現象に  

比っいての研究は、昆虫が熟轟から寒帯にわたる多様な生活環境に適応した、地球上  
でもっとも繁栄している動物群である理由の解明につながるだろうと考えられる。   

当研究室ではこのような立場にたって、昆虫の生体防御機構、寄生蜂の寄生戦略、脂質  

輸送の機構についての研究を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 芦田 正明   

教 授 芦田 正明   

助教授 早川 洋一   

助教授 早川 洋一   

助 手 片桐 千傍   

助 手 片桐 千例   

助 手 落合 正則  

フェノール酸化酵素カスケードの研究   

外骨格の生体防御における機能に関する研究   

寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明   

寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明   

昆虫血液リボホリンの構造と機能   

昆虫の寒冷適応の研究   

液性生体防御における異物認識の分子機構  

16  
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S£r慧崇一三ま崇：芸∠芸。‡崇L慧≡：：慧：）n。tW。rk；。。。an。ynami。S  
incoastalreglOnS；Air－ice－Seainteractionin marglnalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea・icefeaturesattheAir－Sea－Ice  

Observation Tower；Measurements oftheturbulentoceanicboundarylayerunder  

landfast sea ice 

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー綱を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流一の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）が完成した。この塔周  

辺海域を氷縁海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環  

境への影響等の研究が進行中である。   

また、当施設は、米国・アラスカ大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋  

省と共同で、高緯度海域と氷縁海の気象・海象現象、海洋生物環境の比較研究を開始した。  

研究テーマ   

教 授 青田 昌秋  オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について   

教 授 青田 昌秋  結氷海域における大気一海洋の相互作用  
助 手 白澤 邦男   

教 授 青田 昌秋  サハリン北部海氷調査  

助 手 白澤 邦男   

教 授 青田 昌秋  北極海、氷縁域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響に  

助 手 白澤 邦男  ついての比較研究   

助 手 白澤 邦男  海氷生長過程における海洋海氷の相互作用   

助 手 白澤 邦男  一年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究  

17   
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22．油氷卜の乱流構造の観測研究  
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2二う．北極渥、氷組成の海氷生成が海況および勅封二′卜物   

にり・える影響についての比較研究  

24．11本・ロシア‥lり巨＝二よるオホ‥ツク淘・サハリン   

沖曲水の八川調査  
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